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まり、調査に基づく事例研究（集団を形成・維持する行動を主に論じる第 2部「社会集団のなりたち」、5～ 7 章、
集団の認識のありようを主に扱う第 3部「われわれ意識の生成と展開」、8～ 10 章）を経て、ヒトの社会性に特化し






















































第 3部にあたる 8・9・10 章はいずれも群れから集団カテゴリーへの階層性を強く意識したものである。その視点
からこれらは、群れとカテゴリーの断絶が個別の人間社会においていかに連続し得ているか、言い換えれば、ヒト
が群れとカテゴリーをいかに使い分けているか、どのような状況が使い分けを要請するかということを、各々の対
象とする人びとの事例から明らかにしたものである。とりわけ 9章で曽我は、「まとまり」（群れ）はそれ自体に先
立つ行為によって存在するのに対し、「文化範疇」（集団カテゴリーまたは集団の名前）は行為に先だって存在する
という明快な指摘を行なっている。
上記の指摘をふまえれば、群れ的なレベルを直接に扱わないいくつかの論文は、集団カテゴリーが表象を介して
行為の共同性を事後的に喚起する仕方の事例を提示するものといえる。しかし多くの場合、ヒトは集団カテゴリー
のレベルだけでなく群れ的な同所的集団にも名前をつけるものであり、群れと集団カテゴリーが常に全く別のもの
であるとはいえない。そして人間は日常的にこの 2つのレベルを区別しない。そのため、議論にあたってあらかじ
め集団の名前が用意され、議論がその使用できる集団の名前を使うことに依存する間は、群れの特性と集団カテゴ
リーの特性、そしてその両者の論理的関係を充分に捉えることは困難であろう。だとすれば、このタイプの論考は
群れの具体相を考察した他の論考と併せて初めて集団の「進化史的基盤」の探究たり得ると言わねばならない。
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第 2章で内堀は、同所性、可視性を備えていない集団カテゴリーは群れ的な集団を基礎とした表象によって可視
化されると論じる。そのような表象は、個体レベルでの外見や行為に現れる共通性を装う。だが、動物の群れが維
持されるには「群れている」こと以上の共通性を必要としない場合もあるということを、1章で足立が「混群」の観
察から論じている。ここには、群れそのものと、カテゴリーが装う群れとの差異が顔を覗かせている。多くの、特
に近年の人類学的研究で集団が主題に上がるとき、問題になっているのが個人間関係であってもそれが集団間関係
に還元されたり、その逆がみられるのは、群れとカテゴリーが別物であり得る位相を想定しないがゆえではないだ
ろうか。
近現代に特有の市民社会と国民国家制度に埋め込まれた「象徴能力と想像力」を介して生成するヒトの不可視の
集団を対象とし、その認知・運用・影響を人間個体の具体相のなかに見ようとする者は、一見すると関心が遠いと
思われる「霊長類の群れ」を基軸とする本書の寄与を過小評価すべきでない。現象としては断絶のあるこの 2つの
集団のレベルについて、いかにヒトは連続したものとして関わり得るのか。霊長類やその他の動物種にまで広がる
共通の基盤たる「群れ」という参照点は、このような問いに別の角度から光を当てるものとなるだろう。

